
　新年の抱負
　　　　　ひまわりパーク六本松　今林映一
　新年の抱負の前に、まずは昨年の振り返りが必要と考えます。昨年はご存じのとおり、新型コロナ感染症の関係で皆様の生活も一変したと思いますが、当事業所も見えない感染症の対応に振り回された感の一年でした。事業所では行政等の指導も踏まえて3月からの時差出勤、そして在宅ワークの導入、事業所内の「3つの密」を避けるため出勤者数の調整も必要となりました。利用者及び保護者の皆さんにご協力をお願いし、ご負担をおかけしました。そういう状況の中でも、当事業所はアート活動を行っていたため利用者は在宅ワークとして「絵を描く」あるいは「刺繍をする」などの活動を継続することができました。
利用者の皆さんは環境の変化に戸惑いながらも多くの力作を生み出しています。絵のスキルが上がった方もあり、日々の努力に敬意を表したい気持ちです。ご家庭でのご支援ありがとうございました。
（在宅ワークの絵を掲載）
　令和3年を迎えて抱負を語るにはコロナの感染防止が欠かせないことは言うまでもありません。私としては以前のような和気あいあいとした事業所に戻れる日まで、なんとか利用者の皆さんが安心して活動ができるように、困難な状況を乗り越える工夫を重ねていきたいと思います。
　まず環境としては「3つの密」を避ける席の配置、消毒の実施、職員、利用者の出勤前の検温など日頃から行っていることを確実に実施していく所存です。その上でこれからも困難な状況は続くでしょうが、事業所の特徴であるアートを活かした活動に積極的に取り組んでいきたいと思います。
　大事なことは日常的な活動の場の確保、そして発表の場、情報発信の機会をこれまで以上に増やすことだと考えます。幸いにも昨年は福岡市植物園で10月27日～11月15日の約３週間にわたり「おやゆび姫」をテーマにダンボールアート展（ピースプラント展）を開催できました。期間中に多くの方に色彩豊かでドラマチックな「おやゆび姫」を楽しんでいただきました。また会場では「おやゆび姫」のカレンダーなどのグッズを購入いただきました。今年も植物園での展覧会を開催したいと考えています。明るい話題が少ない昨今ですが、是非、力を発揮して昨年以上の展覧会が開催できればと思います。そのためには日頃からの活動を大切にして、感性を磨き、様々なチャレンジを行う事業所づくりに取り組んでまいります。ご支援いただいた方々とのネットワークがより拡がるようにアートの新たな魅力をお伝えできればと思います。
　事業所はアート活動のほかにも封入や封かん作業なども行っており、経済活動が戻れば作業を通しての社会参加の機会も増えることと期待します。本年も困難な状況は続くでしょうが、当事業所は開設10年目を迎え、利用者の皆さんと我々職員が一緒になって前を向き、明るく未来を切り開いていきたいと思います。引き続きのご支援よろしくお願い申し上げます。
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